
(57)【要約】

【課題】

　高分子材料（吸着処理材）中または溶液中のスカンジ

ウムを回収する方法であり、処理水からスカンジウムを

吸着回数させた後、溶離剤によってスカンジウムを容易

に回収可能な方法を提案するものである。

【解決手段】

　溶離剤としてクエン酸塩などの食品添加物、または蓚

酸のような有機酸を用いることで環境汚染負荷を低減可

能であり、さらには、これらの有機酸は固体高分子吸着

材を損傷しないので、何回もの吸着材の再利用が可能で

ある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス カ ン ジ ウ ム が 吸 着 、 固 定 さ れ た 固 体 高 分 子 材 料 中 の ス カ ン ジ ウ ム を 溶 出 回 収 す る 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 ス カ ン ジ ウ ム 含 有 溶 液 中 か ら 固 -固 抽 出 、 固 -液 抽 出 を 行 う こ と が 可 能 な 、 請 求 項 １ 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス カ ン ジ ウ ム を 含 有 す る 溶 液 に 固 体 高 分 子 吸 着 材 を 浸 漬 さ せ て ス カ ン ジ ウ ム を 吸 着 材 に
吸 着 さ せ た 後 、 吸 着 材 に 損 傷 を 与 え な い 有 機 酸 を 用 い て ス カ ン ジ ウ ム を 吸 着 材 か ら 有 機 酸
中 に 溶 離 回 収 す る こ と に よ り 、 吸 着 材 の 再 利 用 が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 固 体 高 分
子 吸 着 材 中 の ス カ ン ジ ウ ム を 溶 出 回 収 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 溶 離 回 収 さ れ た ス カ ン ジ ウ ム 含 有 有 機 酸 溶 液 中 に ア ミ ン 型 吸 着 材 を 浸 漬 さ せ て 、 ス カ ン
ジ ウ ム を 再 吸 着 さ せ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 固 体 高 分 子 吸 着 材 と し て 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 や ス
チ レ ン ビ ー ズ な ど の 石 油 由 来 の 高 分 子 材 料 、 セ ル ロ ー ス 、 ポ リ 乳 酸 や 植 物 な ど の 天 然 由 来
の 天 然 高 分 子 材 料 、 又 は リ ン 酸 基 若 し く は ホ ス ホ ン 酸 基 の リ ン を リ ガ ン ド と す る 高 分 子 材
料 が 使 用 さ れ 、 又 、 有 機 酸 と し て 、 シ ュ ウ 酸 若 し く は そ の 塩 、 ク エ ン 酸 若 し く は そ の 塩 、
酒 石 酸 若 し く は そ の 塩 、 又 は 有 機 酸 溶 液 を pH調 製 に よ り 得 ら れ る 溶 液 が 使 用 さ れ る 請 求 項
３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ア ミ ン 型 吸 着 材 が 、 官 能 基 と し て （ RH 2 ） を 有 す る １ 級 ア ミ ン 、 官 能 基 と し て （ R 2 NH）
を 有 す る ２ 級 ア ミ ン 、 若 し く は 官 能 基 と し て （ R 3 N） を 有 す る ３ 級 ア ミ ン が 導 入 さ れ た エ
チ レ ン ジ ア ミ ン 基 又 は ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 基 を 有 す る 高 分 子 材 料 で あ り 、 そ の Rが 脂 肪
族 及 び ／ 又 は 芳 香 族 で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 固 体 お よ び 液 体 高 分 子 中 に 固 定 化 さ れ た ス カ ン ジ ウ ム を 回 収 す る 方 法 に 関 す
る 。 ま た 、 本 発 明 は メ ッ キ 分 野 な ど で 回 収 が 困 難 で あ る ス カ ン ジ ウ ム を 含 有 し た 溶 液 中 か
ら ス カ ン ジ ウ ム を 単 離 回 収 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス カ ン ジ ウ ム と そ の 化 合 物 は 、 触 媒 や 超 伝 導 材 料 の 原 料 と し て 、 工 業 的 、 化 学 的 あ る い
は 農 学 的 に ユ ニ ー ク な 利 用 法 が 考 案 さ れ て い る 。 ニ ッ ケ ル ア ル カ リ 蓄 電 池 の 陽 極 に 2.5-25
％ の ス カ ン ジ ウ ム を 添 加 す る と 、 電 圧 の 安 定 性 が 良 く な り 寿 命 が 長 く な る こ と が 知 ら れ て
い る 。 酸 化 ス カ ン ジ ウ ム は ア ル コ ー ル の 製 造 、 酢 酸 の 酸 化 、 環 状 化 合 物 へ の 変 換 な ど の 触
媒 と し て も 用 い ら れ て い る 。 農 業 に お い て は 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 小 麦 、 ひ ま わ り な ど の 植 物
種 子 を 硫 酸 ス カ ン ジ ウ ム で 処 理 を す る と 発 芽 を 促 進 さ せ る 効 果 が あ る こ と な ど も あ る と い
わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 最 近 で は ア ル ミ ニ ウ ム に 添 加 す る と 、 ほ と ん ど の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 固 体 状 態 お よ び 液
体 状 態 で の 各 種 の 性 質 を 顕 著 に 改 善 す る と 言 わ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 及 び ２ 参
照 ） 。 ス カ ン ジ ウ ム は 地 殻 中 22ppmの 存 在 比 を 示 し て い る が 、 そ の 存 在 形 態 が レ ア ア ー ス
と し て 多 く 存 在 し 、 高 濃 度 の 単 体 の 鉱 石 と し て は 産 出 量 が 少 な い た め 、 現 在 は タ ン グ ス テ
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ン や ウ ラ ン の 精 錬 後 の 残 渣 （ 副 産 物 ） と し て 多 く が 得 ら れ て い る 。 こ う し た 残 渣 か ら ス カ
ン ジ ウ ム を 分 離 回 収 す る 方 法 と し て は 、 溶 媒 抽 出 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 キ レ
ー ト 樹 脂 に よ る 吸 着 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） お よ び 陽 イ オ ン 交 換 樹 脂 上 に ス カ ン ジ
ウ ム 等 を 吸 着 さ せ た 後 に キ レ ー ト 剤 で ス カ ン ジ ウ ム の み を 溶 離 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文
献 ３ 参 照 ） が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 一 般 に ウ ラ ン 鉱 石 中 の 浸 出 残 滓 あ る い は タ ン グ ス テ
ン 浸 出 残 滓 は 相 当 量 の ウ ラ ン や ト リ ウ ム （ Ｔ ｈ ） を 含 ん で い る 。 特 に 、 ト リ ウ ム は ス カ ン
ジ ウ ム と 化 学 的 挙 動 が 類 し て い る た め 、 分 離 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 溶 媒 抽 出 法 で は ス カ ン ジ ウ ム に 対 す る 選 択 性 が 低 い た め 、 高 い 濃 度 の ス カ ン ジ ウ ム に 濃
縮 す る た め に は 多 く の プ ロ セ ス を 必 要 と し 、 そ の 結 果 、 廃 液 処 理 の 問 題 を 生 じ 、 し か も 近
年 問 題 に あ が っ て い る 有 機 リ ン 溶 剤 を 使 用 す る た め 、 環 境 保 全 に も 適 し て い な い 。 キ レ ー
ト 樹 脂 を 用 い て ス カ ン ジ ウ ム を 吸 着 回 収 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 ） は 、 タ ン グ
ス テ ン 浸 出 残 渣 な ど の ス カ ン ジ ウ ム を 含 有 す る 溶 液 を エ ー テ ル 処 理 し た 後 に 、 特 定 の キ レ
ー ト 樹 脂 に 接 触 さ せ 、 ス カ ン ジ ウ ム を 選 択 吸 着 さ せ た 後 に 溶 離 液 を 樹 脂 に 通 じ て 吸 着 し た
ス カ ン ジ ウ ム を 離 脱 さ せ る 方 法 で あ る が 、 ス カ ン ジ ウ ム と 共 に 不 可 避 的 に 吸 着 さ れ る ト リ
ウ ム の 分 離 に つ い て は 全 く 考 慮 さ れ て い な い 。 ま た 陽 イ オ ン 交 換 樹 脂 を 用 い る 方 法 （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） は 、 ス カ ン ジ ウ ム 含 有 液 を 陽 イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通 じ て ス カ ン ジ ウ ム
を 樹 脂 に 吸 着 さ せ 、 ス カ ン ジ ウ ム と 共 に 不 可 避 的 に 吸 着 さ れ る ト リ ウ ム を 分 離 す る た め に
、 吸 着 後 、 特 定 の 溶 離 液 を 樹 脂 に 通 じ 、 樹 脂 上 に ト リ ウ ム を 残 し て ス カ ン ジ ウ ム を 選 択 的
に 樹 脂 か ら 溶 離 さ せ る 方 法 で あ る が 、 こ の 方 法 で も ト リ ウ ム 等 を 完 全 に 除 去 す る こ と は で
き て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ス カ ン ジ ウ ム の 精 錬 に 関 し て は 、 技 術 が 明 確 化 さ れ て お ら ず 、 そ の 単 体 を
得 る た め の 単 離 精 製 が 困 難 で あ る た め 、 １ キ ロ グ ラ ム あ た り 200万 程 度 と 高 価 で あ る 。
そ し て 、 高 価 で あ る が ゆ え に 、 こ れ ま で 研 究 が 進 め ら れ て お ら ず 、 成 果 に 関 す る 報 告 が 少
な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 液 中 の 金 属 を 回 収 す る 方 法 と し て は 、 固 体 の 吸 着 材 中 に は じ め に 捕 捉 す る こ と が 賢 明 で
あ る と 思 わ れ る が 、 ス カ ン ジ ウ ム を 溶 解 す る 方 法 と し て は 、 塩 酸 、 硝 酸 な ど の 鉱 酸 を 用 い
る こ と が 一 般 的 で あ る 。 し か し 、 元 鉱 石 が 合 金 で あ る た め 、 他 金 属 と の コ ン タ ミ ネ ー シ ョ
ン が 生 じ や す い 。 ま た 、 鉱 酸 で あ る た め 、 使 用 溶 液 pH が 酸 性 域 に 限 定 さ れ る こ と が 多 い
。 こ れ ま で も 酸 性 溶 液 中 の ス カ ン ジ ウ ム の 吸 着 回 収 操 作 は 可 能 な も の の 、 脱 離 回 収 が 困 難
で あ る 。 ま た 、 弱 酸 か ら 中 性 域 で の 使 用 は 吸 着 に 際 し て 安 定 度 が 低 く 、 絶 対 吸 着 量 が 低 く
な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 金 属 精 錬 業 （ メ ッ キ 工 場 ） で は 、 メ ッ キ 後 の 使 用 水 か ら メ ッ キ に 使 用 し た 金 属 を 回 収 し
、 再 利 用 し て い る が 、 ニ ッ ケ ル ー ス カ ン ジ ウ ム 混 合 溶 液 か ら の ス カ ン ジ ウ ム を 単 離 が 困 難
で あ る と い う 問 題 が あ が っ て い る 。 こ の 問 題 を ク リ ア で き れ ば 、 高 価 な ス カ ン ジ ウ ム の 再
利 用 が 可 能 に な る だ け で な く 、 鉱 石 か ら の 単 離 精 錬 が 可 能 に な る こ と で 、 半 導 体 、 携 帯 電
話 産 業 な ど で 普 及 し 、 経 済 的 な 効 果 が 見 込 め る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 9-291320号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 1-108118号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 1-502976号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 1-108118号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 藤 川 辰 一 郎 、 純 ア ル ミ ニ ウ ム お よ び ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に お け る ス カ ン ジ
ウ ム ー そ の 挙 動 と 添 加 効 果
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Wakui et al, Selective recovery of trace scandium from acid aque
ous solution with (2-ethylhexyl hydrogen 2-ethylhexylpohsoohonate)-impregnated r
esin
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 高 分 子 材 料 （ 吸 着 処 理 材 ） 中 ま た は 溶 液 中 の ス カ ン ジ ウ ム を 回 収 す る 方 法 を
提 案 す る も の で あ り 、 又 、 処 理 水 か ら ス カ ン ジ ウ ム を 吸 着 回 数 さ せ た 後 、 溶 離 剤 に よ っ て
ス カ ン ジ ウ ム を 容 易 に 回 収 可 能 な 方 法 を 提 案 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 固 体 高 分 子 か ら ス カ ン ジ ウ ム を 回 収 す る 方 法 の 提 案 は 、 固 体 中 の み な ら ず 液 中 か ら
の 回 収 も 可 能 に す る 方 法 を 提 案 す る も の で 、 こ れ ま で 精 錬 法 で あ っ た 、 溶 媒 抽 出 法 や 凝 集
沈 殿 法 に か わ る 新 規 な ス カ ン ジ ウ ム の 回 収 法 で あ る 。 こ れ に よ り 、 最 終 的 に 廃 液 と な る 処
理 液 を 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が 可 能 な こ と と 、 溶 離 剤 と し て ク エ ン 酸 、 ク エ ン 酸 塩 な ど の
食 品 添 加 物 、 ま た は シ ュ ウ 酸 の よ う な 有 機 酸 を 用 い る こ と で 環 境 負 荷 を 低 減 可 能 な 方 法 を
提 案 で き る 。 さ ら に は 、 こ れ ま で １ バ ッ チ ご と 、 使 用 し て い た 処 理 剤 を 溶 離 可 能 に し た こ
と で 、 吸 着 材 の 再 利 用 が 図 れ 、 環 境 に 優 し い エ コ マ テ リ ア ル の 創 製 に も 繋 が る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 本 発 明 者 ら は 、
　 １ ． 溶 離 液 （ 処 理 ） 温 度 を あ げ る こ と で 、 よ り 効 果 的 に 回 収 す る こ と を 可 能 に し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ２ ． 溶 離 剤 の 最 良 の 選 定 を し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 即 ち 、 本 発 明 に お い て は 、 固 体 高 分 子 吸 着 材 を 使 用 し て ス カ ン ジ ウ ム を 吸 着 さ せ た 後 、
こ の 吸 着 材 か ら ス カ ン ジ ウ ム を 溶 離 さ せ る に 当 り 、 塩 酸 等 の 吸 着 材 か ら の ス カ ン ジ ウ ム の
溶 離 の 際 に 吸 着 材 に 損 傷 を 与 え る 溶 離 液 で は な く 、 有 機 酸 か ら な る 溶 離 液 を 使 用 し て 吸 着
材 か ら ス カ ン ジ ウ ム を 溶 離 す る 際 に 吸 着 材 に 損 傷 を 与 え る こ と な く 、 こ の 高 分 子 吸 着 材 を
何 度 も 再 使 用 で き 、 且 つ 溶 離 液 と し て 有 機 酸 を 使 用 す る こ と で 環 境 負 荷 を 低 減 す る こ と を
特 徴 と す る 固 体 高 分 子 吸 着 材 中 の ス カ ン ジ ウ ム を 溶 出 回 収 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 使 用 さ れ る 固 体 高 分 子 吸 着 材 と し て 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な
ど の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 や ス チ レ ン ビ ー ズ な ど の 石 油 由 来 の 高 分 子 材 料 、 セ ル ロ ー ス 、 ポ リ
乳 酸 や 植 物 な ど の 天 然 由 来 の 天 然 高 分 子 材 料 、 又 は リ ン 酸 基 若 し く は ホ ス ホ ン 酸 基 の リ ン
を リ ガ ン ド と す る 高 分 子 材 料 が 使 用 さ れ る が 、 こ れ ら の 固 体 高 分 子 材 料 と 同 等 の も の で あ
れ ば そ れ 限 定 さ れ る も の で は な い 。 又 、 有 機 酸 と し て 、 シ ュ ウ 酸 若 し く は そ の 塩 、 ク エ ン
酸 若 し く は そ の 塩 、 酒 石 酸 若 し く は そ の 塩 、 又 は 有 機 酸 溶 液 を pH調 製 に よ り 得 ら れ る 溶 液
が 使 用 さ れ る が 、 こ れ ら の 酸 と 同 等 の も の で あ れ ば 、 そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス カ ン ジ ウ ム を 吸 着 し た 固 体 お よ び ス カ ン ジ ウ ム を 含 有 す る 液 体 か ら
特 定 の 有 機 酸 を 使 用 し て ス カ ン ジ ウ ム を 回 収 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ス カ ン ジ ウ ム を 含 有 す る 溶 液 に 高 分 子 吸 着 材 を 浸 漬 さ せ て ス カ ン ジ ウ ム を 高
分 子 体 に 吸 着 さ せ た 後 、 こ の 吸 着 材 か ら 有 機 酸 を 用 い て ス カ ン ジ ウ ム を 溶 離 回 収 す る 。 さ
ら に 、 溶 離 回 収 さ せ た ス カ ン ジ ウ ム 含 有 有 機 酸 溶 液 中 に ス カ ン ジ ウ ム の 溶 離 回 収 が 容 易 な
ア ミ ン 型 吸 着 材 を 浸 漬 さ せ て 、 ス カ ン ジ ウ ム を 再 吸 着 さ せ る 方 法 で あ る 。 溶 液 状 態 は ど の
よ う な pHで も 良 い が 、 特 に 強 酸 性 域 か ら 回 収 す る こ と を 可 能 に す る 。 ア ミ ン 型 吸 着 材 と し
て は 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 型 、 ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 型 又 は ジ エ チ ル ア ミ ン 型 な ど の 吸 着 材
が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 に お い て は 、 ス カ ン ジ ウ ム を 含 有 す る 溶 液 に 高 分 子 吸 着 材 を 浸 漬 さ せ て 行 な わ れ
る 固 ― 液 抽 出 操 作 に 加 え 、 有 機 酸 か ら な る 溶 離 剤 中 に 、 ス カ ン ジ ウ ム を 吸 着 さ せ た 吸 着 材
と は 別 の 吸 着 材 （ 例 え ば 、 ア ミ ン 型 吸 着 材 ） を 同 時 に 浸 漬 さ せ る こ と に よ り 、 吸 着 材 間 で
ス カ ン ジ ウ ム を 移 動 さ せ る こ と か ら な る 、 固 ― 固 抽 出 操 作 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 及 び 比 較 例 に よ り 更 に 詳 細 に 説 明 す る が 、 こ れ ら の 実 施 例 は 本 発
明 を 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 予 め pH2、 25℃ に 調 製 し た ス カ ン ジ ウ ム 溶 液 中 で 放 射 線 グ ラ フ ト 重 合 に よ り 作 製 し た リ
ン 酸 基 を 有 す る 捕 集 材 （ リ ン 酸 型 の 吸 着 材 ） を 浸 漬 さ せ て 、 捕 集 材 1ｋ ｇ あ た り に 300-500
ｍ ｇ の ス カ ン ジ ウ ム が 吸 着 さ れ た 捕 集 材 を 準 備 し た 。 次 い で 、 表 に 示 す よ う な 溶 離 剤 を 用
い て ス カ ン ジ ウ ム の 溶 出 量 を 測 定 し た 。 リ ン 酸 基 を 有 す る 捕 集 材 と し て は 、 特 開 2005-152
756号 お よ び 特 開 2004-99715号 で 開 示 さ れ て い る 方 法 に よ り 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
(表 １ )ス カ ン ジ ウ ム の 溶 離 剤 の 種 類 お よ び 溶 離 率 を 示 す 。 （ 室 温 処 理 ）
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 表 ２ ） ス カ ン ジ ウ ム の 溶 離 剤 の 種 類 お よ び 溶 離 率 を 示 す 。 （ 加 温 処 理 ）
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 表 １ に 示 す よ う に 、 室 温 で の 回 収 の 場 合 、 濃 塩 酸 を 用 い る と 、 85％ の ス カ ン ジ ウ ム を 回
収 可 能 で あ る が 、 塩 酸 に よ る 捕 集 材 の 損 傷 が 激 し く 再 利 用 で き な い 。 し か し 、 溶 離 温 度 を
60度 に し た 場 合 、 表 ２ に 示 す よ う に 、 シ ュ ウ 酸 な ど の 有 機 酸 で 溶 出 可 能 な こ と が わ か る 。
ま た 、 溶 離 剤 の 濃 度 を あ げ る こ と で 溶 出 効 果 が 早 ま る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ ppm、 pH２ に 調 製 し た ス カ ン ジ ウ ム 溶 液 を カ ラ ム に 充 填 し た 吸 着 材 （ リ ン 酸 型 吸 着 材
　 ） に 通 液 さ せ 、 飽 和 さ せ た 。 そ の 後 、 60℃ 、 1Mに 調 製 し た シ ュ ウ 酸 を SV50で 吸 着 材 中 の
ス カ ン ジ ウ ム を 溶 離 さ せ 、 再 度 、 吸 着 ― 溶 離 を 繰 り 返 し た 。 繰 り 返 し 使 用 5回 行 っ た 際 の
溶 出 曲 線 を 図 １ に 示 す 。 各 回 の 吸 着 量 は 若 干 異 な る も の の 、 溶 出 効 果 は 同 様 で あ り 、 繰 り
返 し に 伴 う 材 料 の 損 傷 は 認 め ら れ な か っ た 。 な お 、 図 の BVは 、 Bed Volumeの 略 で 処 理 液 の
「 流 出 液 量 」 や 「 供 給 液 量 」 を 示 し 、 吸 着 材 体 積 の 何 倍 量 、 通 液 さ せ た か を 評 価 し て い る
た め 、 Bedと い う 単 語 を 用 い て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 ス カ ン ジ ウ ム を カ ラ ム の 吸 着 材 に 吸 着 さ せ た 後 、 １ Ｍ -シ ュ ウ 酸 、 ６ ０ ℃ 、 Ｓ Ｖ
＝ ５ ０ を 通 液 し た 場 合 の 溶 離 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】
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